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韓国大丘広域市老人福祉館の多彩な事業内容を通した地域高齢者への支援
Assistance to the elderly observed from the analysis of various programs 
 of Korea Daeku city elderly welfare centers
金　美辰 *
Mijin KIM
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＜要　　　約＞
　韓国では，急激な少子高齢化，医療費負担の増大，世帯構造や扶養意識の変化に伴い，
2008 年 7 月に長期療養保険制度（以下，介護保険制度）が誕生した。その一方，介護予防は
介護保険制度誕生前から，市区町村や福祉財団，宗教関連財団，福祉会等が運営主体となる
地域の老人福祉館が担ってきた。本研究では，地域の「老人余暇福祉施設」である老人福祉
館の事業内容を分析することで，地域に密着した介護予防事業を通した地域高齢者への支援
について考察する。老人福祉館では，「生涯教育や趣味・余暇活動支援事業」「健康生活支援事業」
「相談支援事業」「社会参加支援事業」「地域連携・協力事業」「高齢者の雇用や所得支援事業」
等の多彩な「介護予防事業」が実施されている。老人福祉館は，地域の中の一つの建物に，コミュ
ニティサロン，介護予防教室，デイサービス，デイケア，地域包括支援センター，シルバー
人材派遣センターの機能や役割を集約することで利便性に優れ，地域高齢者のニーズや地域
の特徴を踏まえた介護予防の拠点として地域高齢者の生活を支えていると推察される。
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１．研究の背景と目的
　韓国では急激な少子高齢化が進んでいる。2000
年に高齢化率が 7.2％に達し，2017 年には 14.2％
と高齢化社会から高齢社会に突入するまでに僅か
17 年間と世界で最も短期間である。韓国社会では
儒教文化の下「前家族扶養，後社会保障」1）2）の
政策が長く続き，社会福祉政策としての国民年金
制度が遅れ，当時 60 歳以上の人は無年金状態に
置かれることとなった。その後，2008 年に基礎老
齢年金制度が導入され，2014 年 7 月から基礎年金
として 65 歳以上の高齢者に支給されるようになっ
たが，単身世帯基準月額 25 万ウォンと低額である。
OECD レポート 3）(2015) では，OECD 加盟国のう
ち韓国は 65 歳以上の貧困率が最も高い国で 2 人
に 1 人が貧困状態にあり，年金制度が十分に整っ
ていないことが高齢者の貧困率の高さにつながっ
ていると指摘している。韓国統計庁の「家計動向
調査」4）（2016）でも，65 歳以上の相対的貧困率
は 46.5％と全体平均より 31.8％高く，扶養意識の
変化により高齢者の生活費負担は「本人及び配偶
者負担」が 61.8％と最も高く，増加傾向にある。
　韓国統計庁の「推計人口及び推計世帯」5）（2016）
によると，65 歳以上の独居高齢者の数は 144 万 2
千人で 21.3％を占める。65 歳以上高齢者人口は
2000 年 339 万 4 千人から 2016 年に 676 万 2 千人
と 2 倍近く増加したが，独居高齢者は 2000 年 54
万 3 千人から 2016 年 144 万 2 千人と 2.6 倍以上増
加している。さらに独居高齢者の比率は，2000 年
16.0 ％から 2005 年 18.0 ％，2010 年 19.7 ％，2015
年 21.1％と年々増加し続けている。韓国社会では，
近年都心部を中心に世帯構造の急激に変化，扶養
規範・意識の変容が認められ，これまで高齢者を
支えてきた家族・親族・地域による扶養機能・互
助機能が低下している 6）。
　このような扶養意識の変化や家族扶養機能の低
下は，家族による扶養が当たり前で老後の生活設
計をしないまま高齢期を迎えている現在の高齢
者 7）にとって，介護が必要になることは，家族に経
済的負担をかけるという不安感に繋がっている 8）。
韓国社会における子どもへ教育熱や経済的投資
が，高齢者の生活や介護問題に深く関わり合い 9），
韓国の高齢者は自ら健康を守り，可能な限り入院
や介護を避けようと介護予防への意識が強い。統
計庁（2016）の調査 10）でも，規則的な運動をし
ている人を年齢別にみると 60 歳以上が 49.5％と
最も高い。時間的な余裕も関係していると考えら
れるが，高齢者の健康維持への関心の高さが推察
できる。統計庁「社会調査」11）（2016）の社会的
関係網をみると，年齢が高くなればなるほど社会
的関係が希薄になるとされる。社会団体（親睦及
び社交団体，宗教団体，趣味，スポーツ，レザー
団体，市民社会団体，学術団体，利益団体，政治
団体，地域社会集会，その他）への参加率も，10
代が最も低く，年齢とともに増加するが，60 歳以
上はまた低い。ボランティア活動への参加率も，
60 歳以上が 7.8％と最も低く，余暇活用満足度の
調査（統計庁人口動向課 2015）12）においても，年
齢が高くなるにつれ満足度が低く，60 歳以上では
17.6％と最も低い結果である。
　世帯構造や扶養意識の変化，家族扶養機能の低
下，脆弱な経済状況下，韓国高齢者は自ら健康を
守り，可能な限り医療や介護を避けようと考えて
いる。しかしながら厳しい経済状況に置かれてい
ることに加え，余暇活動，ボランティア活動，社
会参加が介護予防につながるとの認識ができてい
ないことが，このような結果に繋がっていると推
察する。
　韓国において介護予防は，2008 年 7 月の長期療
養保険制度（以下，介護保険制度）誕生前から，
地域の老人福祉館が担ってきた。老人福祉館は，
1981 年の「老人福祉法」制度に伴い，1982 年に「老
人福祉施設」として運営根拠が制定された。1984
年に「老人余暇施設」としての概念導入を経て，
1997 年の「老人福祉法」改正で同法第 36 条に「老
人の教養，趣味生活及び社会参加活動等に関する
情報やサービス提供，健康増進，疾病予防，所得
保障，在宅福祉，その他の老人の福祉増進に必要
なサービスの提供 」する「老人余暇福祉施設」と
して位置づけられ，地域の特性に合わせた総合的
老人福祉サービスを提供することを目的とした施
設として位置付けられた。
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　そこで，本研究では大丘広域市 16 ヶ所の老人
福祉館の事業内容を分析することで，地域に密着
した介護予防事業を通した地域高齢者への支援の
在り方について考察する。
２．大丘広域市老人福祉館の事業内容と
　　地域高齢者への支援
（１）大丘広域市老人福祉館の事業内容
　本研究では，韓国 17 の特別市，広域市，特別
自治市，道，特別自治道のうち，2016 年現在の高
齢人口比率が全国平均 13.53％に最も近い 13.24％
で，全国に 2 ヶ所しかない 365 日利用できる老人
福祉館がある（ 1 ヶ所はソウル特別市）大丘広域
市を研究の対象地域とした。さらに，対象地域の
老人福祉館のうち，韓国老人総合福祉館協会 13）に
正会員として登録している 16 ヶ所の老人福祉館
の事業内容（表 1）を研究対象とした。16 ヶ所の
老人福祉館の運営主体は，市区町村，福祉財団，
宗教関連財団，福祉会等，多種多様である。
　表 1 にみるように，老人福祉館の事業内容は，
共通している事業と独自事業がある。老人福祉館
によって事業名は異なるが，「生涯教育や趣味・
余暇支援事業」と「健康生活支援事業」が 16 す
べての老人福祉館で実施されている共通事業とし
て位置づけられている。
　まず，「生涯教育や趣味・余暇活動を支援する
事業」を名称別にみると，「生涯教育及び趣味余
暇支援事業」（4，5，6，9，10，11，13），「生涯
教育支援事業」（1，14，15）「社会教育事業」（3），
「生涯教育事業」（2），「社会教育事業」（3），「文
化教育事業」（7），「生涯学習事業」（16）として
位置づけられ，15 ヶ所の老人福祉館においてプロ
グラムが提供されている。16 ヶ所のうち 1 ヶ所の
みは，生涯教育や趣味・余暇支援活動に関するプ
ログラムではなく，当該老人福祉館の利用者を対
象に趣味・余暇活動のできる場所提供と自由利用
の「社会教育事業」（12）として位置づけられて
いる。次に「健康生活支援事業」は，「健康生活
増進事業」（1，6，7，8，9，10，13），「健康増進
事業」（2，3，5），「健康生活支援事業」（4，14，
15），「機能回復及び健康増進事業」（5），「健康増
進及び機能回復事業」（11），「健康増進支援事業」
（12），「健康幸福事業」（16）として実施されている。
　16 ヶ所すべての老人福祉館において実施されて
いる上記 2 つの事業以外では，10 ヶ所以上の老人
福祉館で実施している事業として，多い順に①「相
談支援事業」（14 ヶ所），②「社会参加支援事業」
（12 ヶ所），③「地域連携・協力事業」（12 ヶ所），
④「高齢者の雇用や所得を支援する事業」（10 ヶ所）
が挙げられる。①「相談支援事業」（14 ヶ所）は，
「情緒生活支援事業」（１，2，4，6，8，9，10，11，
13，14，15），「総合相談事業」（3），「相談・情緒
生活支援」（5），「相談事業」（11：情緒支援事業
と相談事業が別事業として位置づけられている，
12）であった。次いでは，「社会参加支援事業」（12 ヶ
所）と「地域連携・協力事業」（12 ヶ所）である。
「社会参加支援事業」は，12 ヶ所とも「社会参与支
援事業」（1，2，4，5，6，７，8，9，10，13，14，
15）として位置付けられていた。「地域連携・協
力事業」は，「地域支援連携協力事業」（1，15）
として位置付けられている老人福祉館が 2 ヶ所で，
「地域連携事業」（2），「地域社会開発及び連系事業」
（4），「地域資源開発及び地域福祉地域連携」（5），
「地域社会ネットワーク組織事業」（6），「地域社
会開発支援事業」（8），「地域ネットワーク組織事
業」（9），「地域ネットワーク事業」（10），「地域
資源開発事業」（11），「地域福祉事業」（14）と事
業名が9ヶ所の老人福祉館においてすべて異なる。
　「高齢者の雇用や所得を支援する事業」（10 ヶ所）
は，「雇用支援事業」（1，4，6，8，9），「老人仕
事場の提供及び老人社会活動支援事業」（2，5），「老
人社会活動支援事業」（7，10，13），「所得支援事業」
（7：「所得支援」と「老人社会活動支援事業」が
別事業として位置付けられている，9：「雇用支援」
と「所得支援」が別事業として位置付けられてい
る）であった。
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老人福祉館 事業内容
1
・情緒生活支援事業・生涯教育支援事業・健康生活増進事業
・社会参与支援事業・調査教育 / 研究事業・敬老増進事業
・地域支援連携協力事業・雇用支援事業・敬老堂活性化事業
2
・生涯教育事業・老人仕事場の提供及び老人社会活動支援事業
・敬老堂活性化事業・家庭奉仕員派遣事業・健康増進事業
・社会参与支援事業・情緒生活支援事業・福祉厚生事業
・地域連携事業・その他事業
3 ・総合相談事業・厚生福祉事業・給食支援事業・健康増進事業・社会教育事業・参与福祉事業・敬老堂活性化事業
4
・情緒生活支援事業・生涯教育・趣味余暇支援・健康生活支援事業
・社会参与支援事業・雇用支援事業・敬老堂活性化事業
・地域社会開発及び連携事業・教育訓練・調査研究事業
5
・生涯教育及び趣味余暇支援事業・機能回復及び健康増進
・給食支援・相談 / 情緒生活支援・社会参与支援
・老人仕事場の提供及び社会活動支援事業
・独居老人 / 重度障害者応急安全知らせサービス事業
・家族機能及び家族統合支援・老人の世話に関する基本サービス
・地域資源開発及び地域福祉連携・独居老人友人作り事業
6
・生涯教育及び趣味余暇支援事業・雇用支援事業・健康生活増進事業
・情緒生活支援事業・自立生活支援事業・社会参与支援事業
・敬老堂革新プログラム事業・老人権益増進事業
・地域社会ネットワーク組織事業・広報及び出版事業
・人的資源力量強化事業・研究開発事業
7 ・予防機能事業（文化教育事業、健康生活増進事業、所得支援事業、老人社会活動支援事業）・保護機能事業・特化事業・人生二毛作支援事業
8
・生涯支援事業及び趣味余暇支援事業・雇用支援事業・健康生活増進事業
・情緒生活支援事業・社会参与支援事業・敬老堂革新プログラム
・地域社会開発支援事業・老人福祉館組織事業・特化事業
9
・特別事業・生涯教育及び趣味余暇支援事業・雇用支援事業
・健康生活増進事業・情緒生活支援事業・独居老人自立生活支援事業
・社会参与支援事業・敬老堂革新事業・所得支援事業・老人権益増進事業
・地域ネットワーク組織事業
10
・生涯教育及び趣味余暇支援事業・健康生活増進事業・給食支援事業
・情緒生活支援事業・独居老人支援事業・社会参与支援事業
・広報及び出版事業・高齢者社会活動支援事業・高齢者権利増進事業
・地域ネットワーク事業・敬老堂活性化事業・教育訓練事業・その他事業
11 ・生涯教育事業、趣味余暇支援事業・健康増進及び機能回復事業・相談事業・地域資源開発事業・情緒生活支援事業・敬老食堂運営事業
12 ・特性化事業・相談事業・シルバー食堂運営・機能回復事業・健康増進支援事業・社会教育事業
13 ・生涯教育及び趣味余暇支援・健康生活増進事業・情緒生活支援事業・社会参与支援事業・老人社会活動支援事業
14
・生涯教育支援事業・趣味余暇支援事業・健康生活支援事業
・情緒生活支援事業・地域福祉事業・社会参与支援事業
・老人権利増進事業
15
・情緒生活支援事業及び敬老増進事業・生涯教育支援事業
・健康生活支援及び調査教育、研究事業
・地域資源連携協力事業及び社会参与支援事業
16 ・生涯学習事業・健康幸福事業・福利希望事業・特化事業
注 1　 韓国老人総合福祉館協会に正会員として登録されている大丘広域市 16 ヶ所の老人福祉館のホーム
ページの事業内容をもとに著者翻訳・作成
表１　大丘広域市老人福祉館の事業内容
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（２）老人福祉館の共通実施事業の具体的な内容
　表 1 にみるように大丘老人福祉館 16 ヶ所の事
業内容は，すべて介護予防に関連する事業内容で
あるが，本論文では 16 ヶ所のうち，10 ヶ所以上
で実施されている事業を共通実施事業内容とし，
具体的な実施内容を把握していく。
老人
福祉館 共通実施事業の具体的内容
1
1．情緒生活支援事業
①一般相談②専門相談③情緒生活支援教育
2．生涯教育支援事業
①老人福祉大学②語学・情報化・趣味教室③公開教室④文化大学院⑤短期特設教室
3．健康生活増進事業
①診療室の運営②物理治療室の運営③福利厚生事業 ( 敬老食堂、理・美容サービス、銭湯運営、運動治療室 )
4．社会参与支援事業
①老人ボランティア活性化事業②老人権益増進事業③家族機能支援及び世代統合事業
④ボランティア団運営
5．地域支援連携協力事業
①資源開発管理事業②運営諮問委員会③地域住民参与福祉及び解放事業④情報センター運営⑤社会服務要員管
理事業⑥地域連携文化事業⑦専門家諮問協約事業
6．雇用支援事業
①老人仕事場の提供事業（教育型・福祉型）②就業事業③老人共同作業場（副業事業）
2
1．生涯教育事業
①老人大学②社会教育
2．老人仕事場の提供及び老人社会活動支援事業
①老老ケア②公共施設での有償ボランティア③講師派遣活動④人力派遣型
3．健康増進事業
①物理治療サービス②体力団連サービス③健康支援サービス④体育活動・支援サービス
4．社会参与支援事業
老人福祉館内、敬老堂、地域でのボランティア活動
5．情緒支援生活支援事業
①老人福祉館利用及び一般相談②老人専門相談
6．福祉厚生事業
①昼食サービス②栄養相談③健康キャンペーン④衛生教育
7．地域連携事業
①地域社会連携及び世帯統合②他機関連携及び協力③資源管理及び開発④地域社会参与
3
1．総合相談事業
①会員相談及び教育②電話相談
2．厚生福祉事業
老人福祉館の厚生福祉室の開放による自由利用
3．給食支援事業
シルバー食堂利用（食事利用料：1500 ウォン）
4．健康増進事業
①健康増センター②ヒョウト健康相談室
5．社会教育事業
趣味活動及び余暇活動のための 46 の教養・趣味・教育情報講座を学期制で運営（1 学期：1 月～ 4 月、2 学期：
5 月～ 8 月、3 学期：9 月～ 12 月）
表２　大丘広域市老人福祉館における共通事業の具体的内容
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4
1．情緒生活支援事業
①利用相談②法律相談③一般相談④その他相談
2．生涯教育・趣味余暇支援
多様なプログラムの利用サービス ( クラス制 )
3．健康生活支援事業
①敬老食堂②物理治療③体力団連④理美容
4．社会参与支援事業
①交通案内、敬老食堂、バザー活動等のボランティア②伝統楽器演奏ボランティア
③ハーモニカ―演奏ボランティア④演劇講演ボランティア
5．雇用支援事業
①老人社会活動支援事業（老人福祉施設での有償ボランティア、地域児童センターでの有償ボランティア）
②老人才能ボランティア（老人、子どもの学習指導講師、老人福祉施設での演劇講演）
6．地域社会開発及び地域連携事業
①広報出版事業②ボランティア養成・管理③後援者開発・管理④連携機関協約
5
1．生涯教育及び趣味余暇支援
①教養教育②情報化教育③趣味余暇④健康増進⑤特別プログラム⑥自由利用、上半期（3 月～ 6 月）、下半期 (9
月～ 12 月 )
2．機能回復及び健康増進
①物理治療室②体力団連室③健康診断④健康教育⑤健康相談
3．給食支援
4．相談・情緒生活支援事業
①会員加入相談②専門相談③集団相談
5．社会参与支援
①分期別のクラス長会議②役員会議③シニアリーダーシッププログラム
④交通便の支援事業⑤老人ボランティア活性化事業
6．老人仕事場の提供及び社会活動支援事業
①公益活動型②市場型、就業型
7．地域資源開発及び地域福祉連携
①会員加入相談②ボランティア発掘・管理事業③後援者開発・管理事業
6
1．生涯教育及び趣味余暇支援事業
①ハムジ長寿大学②健康教室③趣味教室④情報化教室⑤障害教育⑥余暇教室
2．雇用支援事業
老人仕事場の提供事業
3．健康生活増進事業
①敬老食堂運営（給食支援、栄養情報提供、栄養相談等）②運動及び物理治療室運営
③健康診断及び診療事業④理美容サービス
4．情緒生活支援事業
①利用者相談及び管理②専門相談
5．社会参与支援事業
ボランティア団の組織及び運営
6．地域社会ネットワーク組織事業
①資源開発及び管理事業②地域社会組織事業
7
1．予防機能事業
①文化教育事業②健康生活増進事業③所得支援事業④高齢者社会活動支援事業
2．統合機能事業
社会参与支援事業（高齢者のボランティア活性化事業、リーダーボランティア運営）
8
1．生涯支援事業及び趣味余暇支援事業
①生涯教育青春教室②趣味余暇クラブ
2．雇用支援事業
①老老ケア②公園などで公共施設での有償ボランティア③福祉施設従事
④健康体操・趣味生活指導
3．健康生活増進事業
①敬老食堂②按摩サービス③理美容サービス
4．情緒生活支援事業
①一般相談②専門相談③老年幸福コンサルタント
5．社会参加支援事業
①老人才能訳合い活動支援事業②老人ボランティア団運営
6．地域ネットワーク組織事業
①後援開発②ボランティア開発③地域福祉連携
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9
1．生涯教育及び趣味余暇支援事業
①老人文化施設②自由利用趣味教室③オルシン大学
2．雇用支援事業
①就業斡旋事業②老人仕事の場提供事業
3．健康生活増進事業
①敬老食堂運営②健康増進センター運営③無料健康相談④理美容サービス
4．情緒支援事業
①一般会員相談②老人専門相談
5．社会参与支援事業
①老人ボランティア団②老人参与委員会③自治活動
6．所得支援事業
①結縁後援事業②老後設計教育
7．地域ネットワーク組織事業
①後援者開発及び管理②ボランティア開発及び管理③運営委員会
10
1．生涯教育及び趣味余暇支援事業
①青春大学②自由利用趣味教室③開かれた公開講座
2．健康生活増進事業
①機関連携を通した健康診断及ぶ相談の実施②体力団連器具を用いた健康増進
③理美容サービス
3．給食支援事業
4．情緒生活支援事業
①法律相談②経済相談③医学相談④連携相談⑤一般相談
5．社会参与支援事業
地域福祉団体への才能寄付や低所得層や独居高齢者へのおかず配達等のボランティア
6．高齢者社会活動支援事
①参加者活動（全国型、地域型、就業型）②職務教育③定期的な話し合い④文化活動
⑤評価会⑥参加者の満足度調査
7．地域ネットワーク事業
①地域社会資源開発②地域社会資源管理
11
1．生涯教育事業、趣味余暇支援事業：文化活動と多様なプログラム
2．健康増進及び機能回復事業
①健康増進室の運営②健康講座プログラム
3．相談事業
4．地域資源開発事業
5．情緒生活支援事業
6．敬老食堂運営事業
1 食 2000 ウォン
12
1．相談事業
①会員管理②一般相談③専門相談
2．シルバー食堂運営
1 食 1500 ウォン
3．機能回復事業：物理地用
4．健康増進支援事業：理美容サービス
5．社会教育事業：余暇及び休憩室運営（自律利用プログラム）
13
1．生涯教育及び趣味余暇支援
1 月～ 3 月、4 月～ 6 月、7 月～ 9 月、10 月～ 12 月（3 か月単位で年 4 期運営）
2．健康生活増進事業
①シルバー食堂運営②健康増進センター運営③無料健康相談④体力団連室
3．情緒生活支援事業
①一般会員相談②老人専門相談
4．社会参与支援事業
①老人ボランティア団②老人参与委員会③自治活動
5．高齢者の社会活動支援事業
①老老ケア②緑地公園でのボランティア③福祉施設でのボランティア
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14
1．生涯教育支援事業
コンピューター、スマートフォン、ハングル教室、英語、日本語、中国語、近代への旅行、写真
2．趣味余暇支援事業
オカリナ、ハーモニカ、習字、歌の教室、社交ダンス、ラインダンス、スポーツダンス、ビリヤード、卓球
3．健康生活支援事業
ヨガ、ヒーリング体操、古典舞踊、フット管理療法
4．情緒生活支援事業
①一般相談②専門相談
5．地域福祉事業
①機関紙制作②各種行事
6．社会参与支援事業
①シニアボランティア②老人才能分け合い活動事業③シルバー文化ゾーン運営
15
1．情緒生活支援事業
①一般相談②専門相談③情緒教育④支援教育
2．生涯教育支援事業
①生涯教育事業（社会教育プログラム）②シルバー大学
3．健康生活支援
①シルバー食堂運営②機能回復支援③健康生活増進教育④健康増進のための聴力検査、認知症検査、基礎健康
検査⑤健康関連特講実施
4．地域資源連携協力事業及び社会参与支援事業
①資源開発管理②運営委員会の運営③情報センター運営④地域団体連携支援⑤シルバー奉仕団の運営
16
1．生涯学習事業
2．健康幸福事業
①体力団連②物理地用③囲碁、将棋④卓球⑤ビリヤード
3．福利希望事業
①食堂（1 食 1500 ウォン）②理容室③美容室
１)「生涯教育や趣味・余暇活動支援事業」，「健康
生活支援事業」の多彩なプログラム内容と継
続利用への取り組み
　表 2 にみるように，すべての老人福祉館におい
て「生涯教育や趣味・余暇活動支援事業」が実施
されている。16 ヶ所のうち，15 ヶ所は老人福祉
館が多彩な内容のプログラムを提供している。1 ヶ
所のみは，老人福祉館に会員登録している高齢者
を対象に，趣味・余暇活動や健康増進ができる場
所を提供することで利用者の自律的利用を通した
趣味・余暇活動を支援している。
　老人福祉館で実施される「生涯教育や趣味・余
暇活動支援事業」や「健康生活支援事業」（表 3 参照）
は「老人大学」や「シルバー大学」，「大学」等の
名称を用いることやクラス制，3 期～ 4 期に分けた
分期制で開講することで，利用者が所属意識を持っ
て老人福祉館を利用できるように工夫している。
また，多くの老人福祉館がレベルによってプログ
ラムを初級，中級，高級と細分化・階層化するこ
とで，個々の利用者が自分のレベルに合ったプロ
グラムを選択できるように工夫し，プログラム利
用への満足度向上に努めている。さらに，レベル
別クラス制にすることで，プログラム利用者がレ
ベル向上という目標を持ちやすく，プログラムの
継続利用につながるように工夫されている。
２) 利用者の経済状況に影響されにくいプログラ
ム利用料の低額設定
　老人福祉館の事業内容で注目すべき点として，
プログラムの低額利用が挙げられる。表 4 のプロ
グラム利用料の一例にみるように，地域の 60 歳
以上を対象として開講される 47 種類のプログラ
ムのうち，「近代への旅行」（無料）以外は，3 か
月間の受講料が 2 万ウォン（約 2,004 円：2018 年
9 月 28 日現在為替レート 100 円⇒ 979.89 韓国ウォ
ン）若しくは 4 万ウォンと低額設定であり，経済
状況に関係なく利用できるシステムである。
３) 老人福祉館利用マネジメント及び地域高齢者
への総合相談
　老人福祉館には，「情緒支援事業」がある。「情
緒支援事業」は，日本の「総合相談事業」に当る
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生涯教育や趣味・余暇活動支援及び健康生活支援事業のプログラム（一例）
・伝統文化：国楽、民謡、書道、伝統舞踊体操、タクケン、韓国舞踊 1・2
・健康： 断食呼吸 1・2、ヨガ 1・2、生活ヨガ、生活体操、エアロビックス初級・中級、ダンススポーツ、チャー
ミングダンス、パーティダンス、ボリュムダンス
・スポーツ：ゲートボール、ビリヤード、卓球 1・2
・音楽：音楽、合唱団
(2) 語学・情報化・趣味教室
・語学講座：ハングル、初級・中級・高級英語、日本語初級・中級・高級、中国語初級・中級・高級、漢詩、漢文
・情報化講座：コンピューター基礎、中級、インタネット、生活インタネット、ホームページ
・趣味講座：ジショ、サムルノリ、足指圧、風水、ギター演奏、ダンス基礎
(3) 公開教室
・健康特講：3 カ月に 1 回実施
　　　　　　健康な老後のための各種疾患予防のための専門家による健康情報の提供
・歌謡教室：毎日 1 回、地域内歌手の歌謡公演
・開かれたカラオケ：毎日 1 回、余暇活動のための自由カラオケの運営
(4) 短期特設教室
・老人福祉館利用者の多様な欲求に応えられるよう、新しいプログラム新設のための短期特設教室の運営
注 2： 16 か所の老人福祉館のうち、「大学」という名称を用いて「クラス制」や「レベル別クラス制」で運営し
ている老人福祉館の「生涯教育や趣味・余暇活動支援事業」及び「健康生活支援事業」プログラムの一例
である。
表３　老人福祉館の生涯教育や趣味・余暇活動支援及び健康生活支援事業プログラム
表４　生涯教育や趣味・余暇活動支援事業及び健康生活支援事業プログラムの利用料
事業内容 プログラム内容 プログラム利用料
( 通貨単位ウォン )
生涯教育支援事業 コンピューター（初級・中級）
スマートフォン教育（初級・中級・動画制作）
ハングル教室
生活英語会話
初級英語教室
童話朗読・詩朗読
日本の文化とともにする日本語（初級）
近代への旅行
シニア人文アカデミ（写真）
20000
20000
20000
40000
40000
40000
40000
無料
40000
趣味余暇活動支援事業 オカリナ（初級・中級）
ハーモニカ（初級・中級）
ビリヤード（初級・中級）
卓球（初級・中級）
書道
水彩画
歌の教室
ダンスと歌の教室
笑いのある歌教室
ダンススポーツ
社交ダンス A・B
基礎社交ダンス
ウェールビーン＆パーティダンス
ラインダンス
40000
40000
40000
40000
40000
40000
40000
20000
20000
40000
20000
20000
20000
20000
健康生活支援事業 ヨガ 1・2・3・4・5
フット管理療法
ヒーリングダンス A・B
体操大会クラス
古典舞踊
20000
20000
20000
20000
20000
　　　　　 注 3：2018 年 11 月 8 日現在の為替レート（100 円：982.28 ウォン）
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ものである。老人福祉館の社会福祉士により，老
人福祉館の会員登録，利用案内，地域高齢者の多
様なニーズや日常生活等に関する総合相談が実施
されている。また，精神的・身体的・経済的問題
を抱える高齢者を対象に，老人福祉館の社会福祉
士が各分野の専門家と連携しながら法律や税金な
ど，地域高齢者の問題解決に向けて支援し，地域
高齢者の生活を支えている。
４) 老人福祉館利用者の社会参加支援
　社会参加支援事業は，老人福祉館利用者の多様
なボランティア活動を通した社会参加を促し，社
会に寄与できるように支援する事業内容である。
ボランティア活動の一つに，老人福祉館の利用者
が自分の有する才能を活かし，老人福祉館事業で
ある「生涯教育や趣味・余暇活動支援事業」，「健
康生活支援事業」等のプログラム講師としてボラ
ンティア活動を行う。また，老人福祉館での無償
ボランティアや有償ボランティア，地域での無償・
有償ボランティア活動等，多様なボランティア活
動を通し，社会参加を促すシステムである。
５) 老人福祉館と地域との連携・協力
　「地域との連携・協力事業」は，地域高齢者向
けの多様な行事を企画・実施することで，地域社
会に開かれた老人福祉館を目指すための事業であ
る。老人福祉館の機関紙や広報誌の制作，地域向
けの行事などを通して，地域高齢者に老人福祉館
の役割や機能を広報し，老人福祉館の利用を促し
ている。また，老人福祉館の地域連携・協力には，
高齢者の雇用や所得支援，プログラムの低額提供，
低額昼食提供などが含まれる。前述したプログラ
ムの低額設定や「敬老食堂」，「シルバー食堂」と
して運営される昼食提供サービスは，地域企業や
団体からの寄付や後援，地域企業や団体職員によ
るボランティア活動により，1500 ウォンから
2000 ウォン程度の低額で提供できている。韓国老
人福祉館における地域連携・協力は，人的資源と
の連携・協力のみならず，物的資源の連携・協力
の意味合いが大きいことも特徴の一つである。
６) 韓国高齢者の経済状況を踏まえた雇用や所得
　　支援
　老人福祉館の事業の一つに，「雇用や所得支援
事業」がある。前述したように，「前家族扶養・
後社会保障」政策が長年続いた結果，韓国の高齢
者は厳しい経済状況に置かれている。このような
現状から，老人福祉館では地域企業や団体に働き
かけ，地域高齢者の仕事場を開拓し，経済基盤が
脆弱な利用者に仕事場提供や所得支援を行ってい
る。地域企業や団体以外にも，老人福祉館内での
仕事や有償ボランティア，公共機関での仕事や有
償ボランティア等，地域高齢者の雇用や所得支援
を行っている。また，老人福祉館を利用する高齢
者が誰かの手助けを必要としている地域高齢者へ
の生活支援を通して収入を得ることを「老老ケア」
として位置付け，老人福祉館利用者の仕事や所得
支援に繋げている。
３．考察
　日本における介護予防は，介護保険法第 4 条「国
民の努力及び義務」において，高齢者の自助努力
が求められ，2006 年介護保険法改正で予防重視型
システムへの転換された。その後，2015 年法改正
で「介護予防・日常生活支援以下総合事業」，
2018 年からは訪問介護と通所介護の予防給付は市
町村の実情に応じた取り組みができるように「地
域支援事業」として位置付けられた。
　一方韓国では，少子高齢化，核家族化，医療費
負担の増大，世帯構造の変化，扶養意識の変化や
家族扶養機能の低下等により，2008 年 7 月に介護
保険制度が誕生したが，介護予防事業は介護保険
制度誕生前から地域密着型の老人福祉館が担って
きたといえる。
　老人福祉館では，地域高齢者向けに「生涯教育
や趣味・余暇活動支援事業」「健康生活支援事業」
「相談支援事業」「社会参加支援事業」「地域連携・
協力事業」「高齢者の雇用や所得支援事業」等，
地域に密着した多彩な「介護予防事業」が展開さ
れ，地域高齢者の介護予防の拠点となっている。
そのうち，「生涯教育や趣味・余暇活動支援事業」
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や「健康生活支援事業」，「社会参加支援事業」等は，
日本のコミュニティサロン，介護予防教室，老人
クラブ等の機能を担い，「相談支援事業」や「地
域連携・協力事業」などは地域包括支援センター
の役割や機能，「高齢者への雇用や所得支援事業」
は，シルバー人材センターの役割と機能を担って
いると考えられる。
　厚生労働省「これからの介護予防について」14）
に，「機能回復訓練などの高齢者本人へのアプロー
チだけではなく，生活環境の調整や，地域の中に
生きがい・役割 をもって生活できるような居場所
と出番づくり等，高齢者本人を取り巻く環境への
アプローチも含めたバランスのとれたアプローチ
が重要であり，地域においてリハビリテーション
専門職等を活かした自立支援に資する取組を推進
し，要介護状態になっても，生きがい・役割を持っ
て生活できる地域の実現を目指す」「高齢者を生
活支援サービスの担い手であると捉えることによ
り，支援を必要とする高齢者の多様な生活支援 
ニーズに応えるとともに，担い手にとっても地域
の中で新たな社会的役割を有することにより，結
果として介護予防にもつながるという相乗効果を
もたらす」「住民自身が運営する体操の集いなど
の活動を地域に展開し，人と人とのつながりを通
じて参加者や通いの場が 継続的に拡大していくよ
うな地域づくりを推進する」と介護予防のあり方
について述べられている。前述した韓国の老人福
祉館の事業内容は，これらの役割や機能を担う介
護予防の中心的機関であると考えられる。
　日本では「総合事業」で求められる地域の実情
に応じた介護事業所，NPO，民間企業 , ボランティ
アなど地域の多様な主体を活用した介護予防の拠
点が十分とは言い難い現状であると指摘されてい
る。そのなか，老人福祉館は，市区町村，福祉財団，
宗教関連財団，福祉会等，地域の特徴に合わせた
多様な運営主体により運営され，「地域連携・協
力事業」も含め，地域の実情に応じた「特化事業」
や「社会参加支援事業」などの事業を展開してい
ることから，「総合事業」の一つの参考モデルに
なるのではないかと考える。
　介護予防には継続利用が不可欠である。老人福
祉館では，多様なプログラムの提供をはじめに，
「老人大学」「シルバー大学」と「大学」として位
置付けることや「クラス制」「レベル別クラス制」
を用いることで利用者に所属意識や継続意識が持
てるように工夫し，継続利用に繋げている。また，
利用者の経済状況に関係なく利用できるよう，地
域の企業や団体からの後援，連携・協力で，プロ
グラムや昼食が低額で利用できることも，厳しい
経済状況に置かれている韓国の高齢者にとって継
続利用に繋がると考えられる。
　韓国老人福祉館では，会員登録制にすることで
入会時に老人福祉館の社会福祉士が地域高齢者と
必ず関わる仕組みになっている。そこで，地域高
齢者の生活状況や経済状況，心身機能について把
握し，多職種や他機関と連携しながら本人の実情
に合わせたサービスを提供している。経済状況が
厳しい地域高齢者には仕事や所得支援，身体機能
が低下している地域高齢者には健康生活支援プロ
グラム，趣味・余暇活動を求めている地域高齢者
には本人の趣味や要望を踏まえた趣味・余暇活動
プログラム，地域でのボランティア活動を希望す
る高齢者には社会参加プログラムを提供する等，
多彩なプログラムと多種多様な機能が一つの建物
に集約され，利便性に優れていることも継続利用
に繋がっていると考える。さらに，入会時に必ず
老人福祉館の社会福祉士に相談を受けて社会福祉
士にサービスをコーディネートされる仕組みに
なっていることで，地域高齢者のニーズや地域の
実情を踏まえた支援に繋がるのではないかと考え
る。
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